
 

 

	

2016 年 6 月 8 日	

	

「スマートパブリック＊1」実現へ向け、行政情報提供事業分野で協業	

トッパン・フォームズ株式会社と資本・業務提携	

	

株式会社アスコエパートナーズ（本社：東京都港区、代表取締役社長：安井	秀行、以下アスコ

エパートナーズ）はこのほど、情報管理ソリューション事業を展開するトッパン・フォームズ株

式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：櫻井	醜、東証 1 部：証券コード 7862、以下トッパ

ンフォームズ）と資本・業務提携を行いました。	

「ガバメントデジタルサービス（GDS）」を実現する情報閲覧・配信事業分野での協業を目的と

し、アスコエパートナーズが実施する第三者割当増資の一部をトッパンフォームズが引き受ける

ことをお知らせします。	

	

【提携の目的】	

アスコエパートナーズは、国や自治体の Web サイト・スマホアプリで「子育て」「介護」「防災」

など各種行政サービス情報を探しやすく、分かりやすい形で整理・発信する情報提供事業を展開

しています。生活者にとっての使いやすさを重視して開発された行政サービス標準メニュー体系

「ユニバーサルメニュー（UM）＊2」に基づいた事業を提供している点が特長です。 
一方、トッパンフォームズは通知物の製造・発送を行うデータ・プリント・サービス（DPS）や、

帳票類を電子配信することで最適な媒体での閲覧を可能にするデジタルメッセージングソリュー

ション（DMS）で多数の実績があります。	

今回の資本・業務提携により、両社が持つ情報の提供・配信に関するノウハウやテクノロジーを融

合することで、「スマートパブリック」実現に必要となる「デジタルサービス」として活用できる

行政情報閲覧・配信プラットホームの構築を目指します。	

「デジタルサービス」という言葉には、行政と民間が連携して、国民や住民に多様な「サービス」

を提供する基盤としての電子政府という観点があります。「スマートパブリック」を加速化させ、住民

が漏れなく必要なサービスを受けられるワンストップサービスを実現します。	

	

【今後の展開】	

アスコエパートナーズはトッパンフォームズと共同で UM を活用した新事業の開発を行います。ア

スコエパートナーズが持つ GovTech＊3サービスにトッパンフォームズが提供する「ペーパーメディアと

IT の融合」を体系化した帳票管理ソリューションを組み合わせ、生活者が利用しやすいプラットフォ

ームを構築・提供し、行政サービスの利便性向上に貢献することを目指します。	

アスコエパートナーズは、今回の資本・業務提携により業容の拡大や企業価値向上を加速させます。	

	



 

 

【参考情報】	

■株式会社アスコエパートナーズについて	

会社名：株式会社アスコエパートナーズ	

設立：2010 年 2 月	

代表者：代表取締役社長	 安井	秀行	

資本金：57,690 千円	

所在地：東京都港区虎ノ門 2-7-5	ビュレックス虎ノ門 1201	

事業内容：ユニバーサルメニューによる行政サービス情報提供事業	

ユニバーサルメニューに関するシステム、データベース、サイト構築事業	

国・自治体コンサルティング事業、行政関連ネット広告事業		

URL：http://www.asukoepartners.co.jp/	

	

■トッパン・フォームズ株式会社について	

会社名：トッパン・フォームズ株式会社	

設立：1955 年 5 月	

代表者：代表取締役社長	 櫻井	醜	

資本金：11,750,000 千円	

所在地：東京都港区東新橋 1-7-3	

事業内容：印刷事業（ビジネスフォーム製造、データ・プリント・サービス、ビジネスプロセスアウ

トソーシング受託など）	

商品事業（オフィス業務効率化ソリューション・商品の提供など）	

ICT 事業（IC カード、IC タグ・ラベル、帳票電子化、近距離無線通信ソリューションなど）	

海外事業	

		

URL：http://www.toppan-f.co.jp/	

	

■資本提携の内容について	

異動する株式数：35,000 株（持ち分法適用外）	

異動の時期：2016 年 6 月 10 日（予定）	

	

＊1「スマートパブリック」とは、株式会社アスコエパートナーズが提唱している、情報環境として	

	 	 住民・企業・自治体などがつながることで、行政と民間が連携して、生活者が求める価値を共創	

	 	 しやすくなり、行政と民間のサービスの継ぎ目をなくしたシームレスな展開を促すことを目指す	

	 	 ものです。	

	

＊2「ユニバーサルメニュー（UM）」とは、国・自治体行政サービスに関する標準メニュー体系です。

ユーザーである市民にとって探しやすい情報構造・分かりやすい表現となるように設計されてい

ます。UM に沿ったサイトを作ることで、利用者は行政サービス情報を簡単に検索・活用できるよ



 

 

うになり、自治体や Web 制作企業などサイト構築担当者にとっては、サイト構築運用の業務効率

が改善されます。また、UM は、行政サービスの設計や改善のプロセスにおいて、行政担当者やサ

イト構築担当者はもちろん、様々な利用者が参加して利用者のコエを反映できる、協働プラット

フォームとしての役割も担います。	

	

＊3「GovTech（Government	Technology）」とは、株式会社アスコエパートナーズが提唱している、IT

を活用して新しい行政サービスを生み出したり、Digital	Government（e ガバメント）を実現する

新しい動きのことです。	

	

※「DPS」は、トッパン･フォームズ株式会社の登録商標です。	

※「ユニバーサルメニュー」は、一般社団法人ユニバーサルメニュー普及協会が管理する登録商標で

す。	

 

本ニュースリリースに関するお問い合わせ先	

株式会社アスコエパートナーズ	 TEL:03-6206-6482	

 


